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               審   査   の   要   旨 
 
 
本研究では２種類のPaenibacillus属細菌を用い、自然界には存在せず製紙製造過程で産出されるヘキセウロ
ン酸残基の生物学的除去方法を開発するため、α-グルコシダーゼのヘキセウロン酸残基切断除去の酵素作用機
作を基礎的研究から考察し、実用的提案としてPaenibacillus属細菌を用いた際の生物学的前処理方法を考察、
さらにΔX3の加水分解様式を通じて微生物の持つヘミセルロース分解戦略の多様性を明らかにした。本研究に
より、これまで環境負荷の大きかった化学処理に頼ることなく、Paenibacillus属細菌の酵素や菌体を用いる生
物学的処理への可能性を示した点で評価できる。 
平成２７年１月２６日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
より合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
